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そしてアイソンはやってきた

黒 田 瑞 星

１年前の「森の宇宙船」。あの日から彗星モードに入り、学習・機材選び等の準備をして

いました。１１月２９日まで、いよいよあと１週間です。

でも私が待っているのは実は１１月２９日ではなく、１２月初旬の週末なのかもしれませ

ん。仮にアイソン観望会を１２月８日（日）とした場合、その空はこんなふうになってい

るでしょうか？

１２月８日午前５時３０分の東の空、約５度のところにアイソンがやってきます。彗星本

体の前に尾のみ見えることも予想されます。薄明がはじまっていますが、６時頃までは観

望が可能でしょうか？しかしわずか３０分です。四角は６０ D で３５㎜装着時の写野で

す。この日を迎えるまでの様子を以下にまとめました。

１０月１４日

峰山観測所

レグルス・火星の近く

で淡いアイソンを撮影。

６センチの望遠鏡では、

確認できなかった。



- 2 -

１１月２日

峰山観測所

77σ Leo（４等星）の近くでその姿を写す。

少し明るくなり、尾もはっきりと写った。しかし、

双眼鏡では「あれかなぁ」程度。

※「明るくならない彗星」にやきもきするが、こ

ればっかりは誰も恨めない。

明るくなった時・尾が長く伸びた時のことを考え

て、準備をしておくことが肝要だろう。

１１月１７日

播磨科学公園都市

朝霧の中であったが、なんとか双眼鏡でその存在

をはっきりと認めることができた。尾もずいぶん

伸びていることがわかる。

（アイソン・私の教訓）

１．予行はかならず何度もしておく。

２．前の日に持ち物はきちんと準備しておく。

３．可能な範囲で「予備」を用意しておく。

４．時間に余裕を持つ。

５．片付けが簡単なように、「ボックス」や「大き

めのカバン」を用意する。

６．仮に星が見えなくても、その時間を楽しむ。

（おまけ）

ラブジョイ彗星も見ておきましょう。その日は４等予報です。

観望会後もしばらくは、アイソンは空にいます。


